
寒
中
に
難
行
苦
行
す
る
こ
と

で
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
、

地
域
の
安
寧
な
ど
を
祈
る
寄
木
裸

参
り
は
1
月
16
日
、松
尾
寄
木
の
天

照
皇
大
神
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寄
木
裸
参
り
は
、
岩
手
山
の
噴

火
を
恐
れ
た
住
民
に
よ
っ
て
、
山

の
神
を
鎮
め
る
祈
願
と
し
て

1
7
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
伝
統
行
事
で
す
。

　
出
発
地
点
を
南
寄
木
、
北
寄
木
、

新
田
の
各
集
落
持
ち
回
り
で
行
っ

て
い
る
寄
木
裸
参
り
。本
年
は
北
寄

木
分
館
で
、白
装
束
に
身
を
包
ん
だ

33
人
の
参
加
者
は
、出
発
式
の
神
事

で
は
ら
い
清
め
て
も
ら
っ
た
供
え

物
と「
ハ
サ
ミ
」と
呼
ば
れ
る
白
紙

を
挟
ん
だ
板
状
の
竿
を
持
ち
、天
照

皇
大
神
宮
ま
で
の
約
１
㌔
の
雪
道

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

平 笠裸参り（市指定無形民俗文化財）は１月8日に行わ
れ、平笠小の児童10人を含む33人が白装束に身を包

み、宮田神社から八坂神社までの約８㌔を練り歩きました。
　噴火した岩手山の安穏を祈願したのが始まりとされる平笠
裸参りは、無病息災・家内安全などを願う江戸時代からの伝統
行事です。戦時中には出兵した夫や息子に代わって女性が参
加するようになり、現在も女性の荒行として続いています。
　初めて参加したという金子千

ち ほ

保さん（米国在住）は「能登
半島地震をニュースで知り、自分には祈る事しかできない
と思い参加を決めました。平笠裸参りは、子どもと大人が
入り混じって何百年も続いている素晴らしい伝統行事だと
思います」と感心した様子でした。

江戸時代から続く 正月の伝統行事
祈りを込めて一歩一歩

寄木裸参り Yoriki Area

　正月の伝統行事である裸参りが、市内２つの地区で行われました。
　本号ではそれぞれの行事の様子を紹介します。

裸
参
り
平笠裸参り Hirakasa Area

凛とした表情で出発式に臨む参加者

寒空の下、八坂神社までの道を練り歩く一行

　
氏う

じ
こ子

会
会
長
の
髙
橋
初は

じ
め

さ
ん
は

「
例
年
よ
り
小
学
生
の
参
加
者
が

多
く
、
に
ぎ
や
か
で
う
れ
し
い
。

病
気
や
災
害
な
ど
無
く
、
無
事
に

秋
を
迎
え
ら
れ
れ
ば
良
い
」と
新

年
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
２
歳

か
ら
参
加
し
て
い
る
吉
田
琉る

い生
君

（
寄
木
小
６
年
）は「
寒
か
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
。
今
年
は
中
学
生

に
な
る
の
で
、
勉
強
を
頑
張
り
た

い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

ほら貝の音を響かせながら歩みを進める一行神事では無病息災などに加え能登半島地震の復興も祈願
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